
 

 

 

2021年 8月 25日 

共同差出サービスの利用開始について 

～地銀共同センターとのシステム共同化によりお客さまに発送する帳票関連事務を効率化～ 

西日本シティ銀行（頭取 村上 英之）は、中期経営計画『飛翔 2023～地域の元気を創造する～』

の基本戦略「持続的な成長に向けたリソース革新」の施策のひとつとして、2021 年 10 月から、 

お客さまに発送する帳票関連事務の効率化を図るため、株式会社 NTT データ（代表取締役社長    

本間 洋、以下「NTT データ」）が提供する「共同差出サービス」（以下「本サービス」）の利用を

開始しますので、お知らせします。 

本サービスは、地銀共同センターとのバッチシステム共同化により実現するもので、参加行※ 

のうち、京都銀行（8月開始）につづき、当行が利用を開始します。 

当行は、今後も、地銀共同センター参加行の連携枠組みを活用した業務の共同・効率化に対し、  

積極的に取組むと共に、業務革新を加速させてまいります。 

※地銀共同センター参加行：青森銀行、秋田銀行、岩手銀行、千葉興業銀行、福井銀行、京都銀行、池田泉州銀行、   

 鳥取銀行、山陰合同銀行、四国銀行、大分銀行、西日本シティ銀行、愛知銀行（銀行コード順） 

記 

１．共同差出サービスの概要 

本サービスは、銀行が独自に作成し、お客さまに発送している帳票の作成・印刷・発送事務

を地銀共同センター参加行と共同化することで、帳票作成の効率化を目指すものです。    

当行は、返済予定表など特に印刷量が多い帳票（印刷量全体の 6 割超を占める 10 種類の   

帳票）から共同化を開始し、順次対象帳票を拡大していきます。 

また、本サービスを利用することにより、銀行内のバッチシステムや帳票印刷用の大型   

プリンタの維持・更改コストの低減のほか、地銀共同センター参加行のボリュームメリットを

活かした印刷コストの低減が可能となります。 

＜共同差出サービスのイメージ＞ 

 

２．利用開始時期 

  2021年 10月 

以 上 

本件に関するお問い合わせ先 

IT 統括部  田川・上山 TEL 092-476-2360 


